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　11月26日大阪朝日生命ホールにて、「インフルエンザ対策セミナー最新情報と企業として

の適切な対応」を開催いたしました。

　国立感染症研究所主任研究官安井良則氏、大阪大学医学部感染制御部教授朝野和典氏より疫

学的臨床的側面からインフルエンザの感染の実情と予防対策について講演頂き、パネルディス

カッションではパナソニック（株）海外安全対策室室長古賀賢次氏のメキシコでの経験を含む企

業での対策事例発表に続き、安井氏、朝野氏、当協会最高顧問関淳一氏も加わりキャスター・

ジャーナリスト毛利聡子氏のモデレートで、会場より寄せられた質問に答えながら、インフル

エンザに、個人として、企業や組織としてどう対応すべきかについて論議されました。

　参加者よりのアンケート集計結果でも、職場での対策に課題を持って参加頂いた方が8割を

占め、ほとんど全員から有益な情報を得ることができたとの評価を受けることができました。

特に家族罹患の場合の出勤停止措置を続けている企業で、その緩和をどうするか迷っていたと

ころが多かったようで、対応変更の機会とすることができたとの感謝の声も事務局に寄せられ

ています。セミナー内容については日経新聞全国版にても報道され、全国の多くの皆さんに、

インフルエンザへの正しい情報・知識や対応の考え方を伝えることが出来、社会的な不安や誤

解の広がりを解消する一助となったものと自負しています。

　時宜を得た有意義なセミナーを開催することができましたこと、講師各位をはじめ、ご協賛

下さいました（財）大阪市救急医療事業団・サラヤ（株）・野村アセットマネジメント（株）・ア

ストラゼネカ（株）・テルモ（株）・グリーンホスピタルサプライ（株）、ご後援下さいました厚生

労働省・大阪府・大阪市・関西経済同友会・大阪商工会議所・大阪府医師会・大阪府歯科医師会・

大阪府薬剤師会・生産技術振興協会・日本経済新聞社、ご協力いただきました関係各位に厚く

御礼申し上げます。
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